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Abstract : This study is aimed at clari今ingbasic properties of concrete using recycled aggregate 
obtain巴dby crushing合omdemolished concrete. The concrete wぉteoccurred from concrete s甘uc・tures
in Aichi prefec加rewas used as白ernaterial for producing recycled aggregate with a rnaxi-rnum size of 
20rnrn. The dernolished concrete was crushed below 40rnrn by a jaw crusher and not polished in order 
to do aggregate. Therefore， dernolished concrete debris (recycled aggregates) contain irnpurities 
(錨phalt，and others)， and the large amounts of cernent paste or rnort訂 adhereto its surface. The 
concrete rnade with the recycled fine and coarse aggregate was cornpared with the concrete used 
mountain pit sands and sandstone crushed stone aggregates. Aggregates in concrete were replaced the 
recycled co釘seaggregate with sandstone crushed-stone aggregate of 0，30，60 and 100 percent. The 
concrete by use of the recycled. coarse aggregate of 30% had the sarne good workability and strength 
as that of natural a毘regatesconcrete. The study also clarified low s加 ngthand Young's rnodulus at 28 
days of age， low neutralized depth， high ratios of length change after drying(RH 60%) for 54 weeks. 
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図lに平成2年および平成7年の建設廃棄物の
排出量を示す。平成 7年の建設廃棄物排出量は
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区分では再生粗骨材は区分 A と区分 Cに該当し
















は 48%ヲ 15~10mm は 58%， 10-5mm は 42%ふるい分
け前の粒径と同粒径の岩石骨材が残っているが、
粒径 20~]5mm においては 15mm の岩石骨材の残
留分は約 25%にとどまっている。このことから、
100% 






















二次破砕さ j守した粒径 0~25mm のものをふるい分















169 376 709 ~ ~ 11 11 15 16 
827 。。969 
172 313 761 ~ ~ 5 14 14 12 
818 。。949 




























.W/C45目v= -0，19x + 49，7，r=0，987 
ロW/C5目v= -O，llx + 39，3，r=0，843 
AW/C65出y= -0，08x + 29，5，r=0，927 





















































W/C s/a 単位量(kg/m') スランプ(cm)
(%) (%) w C RS RG FG 。30 60 lOC 。949 
45 46 162 360 709 ~ ~ 12 9 8 7 
848 。。935 
55 48 165 300 761 ~ ~ 13 15 10 12 
835 。。912 


























































+W!C45目y= -0， 08x + 4，2， r=O， 838 
ロW!C55百y= 0， 11x + 2.9， =0.853 
AW!C65首y= -0.05x + 3.0， =0. 542 

















+W!C45百y= -0.09x + 2.5， =0. 971 
口W!C55首y= -0.07x + 2.2， r=O. 976 
AW!C65% Y = -0.05x + 1.8， r=O. 723 

























































凶 10ト一一一一一一一一 J ~ ~ . ~ 内二三--ー『令
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図16 再生骨材コンクジートの
乾操収縮状態(W/C65%)
今回の実験において、得られた結果は次のよう
である。
(1)再生粗骨材を構成する物質は粒径が小さくな
るとそれに伴い、骨材やセメントの微粒分やが多
くなる4頃向がある。
(2)粒径 25-20，15-10， 10-5(mm)の再生骨材中に占
める向粒径の岩石骨材は約 50%であり、残りはそ
の範囲よりもノトさい骨材と微粉末であった。
(3)再生粗骨材よりも再生細骨材のほうがコンク
リートの強度低下に及ぼす影響は大きい。
(4)再生骨材を多く混入するほどコンクリートの
乾燥収縮は大きくなる。
(5)再生骨材コンクリートの強度は再生粗骨材に
不純物が含まれることによって更に低下する。
(6)Y=A-(A・B)(1・X)の式を用いることで再生骨材
置換率の増加による強度低下を推定することがで
きる。ただし、 W/C65%では再生粗骨材置換率 30%
まではほとんど強度低下は見られなかった。
あとがき
再生骨材の再利用量は、現在 65%であるがその
利用は埋め戻し材や路盤材として使用されている
にすぎない。今後は用途を拡大して、コンクリー
ト用骨材などにも利用する必要がある。今回の実
験においては、コンクリ}ト用粗骨材として利用
できる可能性があることがわかった。しかし、ま
だコンクリート塊をコンクリート用骨材として利
用するには様々なことが問題となっている。たと
えば、再生骨材の性質などは実験において検証す
ることができるが環境問題や立法、行政、国民の理
解などが進んでおらず社会的問題は数多く残され
ている。そして現段階では再生骨材を利用するシ
ステムが成り立っていない。しかし、再生骨材の
性質をつかみ現状にはない再生骨材としての利用
方法がみつかれば、今後は様々なところで再生骨
材が利用されるようになると思われる附九
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